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要約 
 
私たちが生きていくうえで必要なものはなんだろうか。必要なだけの食料や衣類、怪我・

病気になったとき受ける医療サービス、生活の基盤になる住居、十分に暮らせるだけの所

得、社会で暮らしていくのに必要な教育、周囲の人々とのコミュニケーション…このほか

にもさまざまな条件がある。しかし、これらの条件が何らかの原因によって欠けてしまっ

たり、十分なものでなかったりすることがある。生きていくうえでの足場がもろく崩れや

すくなり、ついにはなくなってしまう。「社会的排除」とはさまざまな不利な条件が積み重

なっていくことによって、その人が社会の中で生き辛くなってしまう過程と結果の両方を

示している。 
本論では、この「社会的排除」の視点から非正規雇用者の抱える問題を「労働市場から

の部分的な排除」と捉え、社会的排除を引き起こしうるのかについて論じている。 
1章では、社会的排除とはどんな概念であるのかについてまとめた。この言葉は欧州で大
量の若者や移民層が失業したことを背景に、政策側から提唱されて広まったものである。

社会的排除を引き起こす重要な要因として「労働市場からの排除（失業）」が据えられてい

るが、それほど失業率の高くない日本においてはむしろ「労働市場からの部分的な排除（非

正規雇用）」の方が妥当ではないかと私は考え、非正規雇用で働くことが社会的排除につな

がる可能性を検討することにした。 
2章では、日本でバブル経済が崩壊し、「失われた 10年」と呼ばれた深刻なデフレ不況を

経験した後、労働市場がどのような変遷を経てきたのかについて追った。日本社会にも「ポ

スト工業化社会」と「グローバル資本主義」が浸透すると、企業は競争力を高めるために

必要に応じて使うことのできる「柔軟な労働力」を求めて労働市場の二重構造化が進んで

いった。その結果、就業に制限があるが一定の確実性と満足のいく（と思われている）労

働条件を提供する仕事と、一方で就業は比較的簡単だが仕事が不確実で、賃金が低く、し

かもスキルアップが難しい仕事とに分かれてしまった。 
3 章では、ホームレスや母子家庭、ネットカフェ難民の社会的排除の状態に陥っている
人々が労働市場にどのような形でかかわっているのかについてみていった。その結果、労

働市場からの排除が社会的排除の引き金になるケースもあったが、逆に早期から社会的排

除状態にあった人々が労働市場からも排除されるケースもあることがわかった。 
4 章では、本論を通じて発見した「社会的排除が人々を労働市場から排除する」側面が、
非正規雇用者に対する「自己責任論」によるバッシングに対する反論の一例になりうるの

ではないかと述べて、本論をとじている。 
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